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会場名 講演会場 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00

国
立
大
ホ
ー
ル

第1会場 国立大ホール

SY28  8:15-9:45
浮腫ませない！線維化させない！リンパ浮腫予防・治療における
多職種連携(地域連携)を考える
座長：宗定 水奈子、横山 晶子
演者：小林 範子、千葉 恵子、祝 広香、田尻 寿子

JSY8  10:00-11:30
看護師が提供するこれからのがん緩和ケア
座長：荒尾 晴惠、内富 庸介
演者：  川本 利恵子、嶋中 ますみ、福井 小紀子、田村 恵子

LS11  11:50-12:50
緩和ケアチームによる病院横断的な
疼痛治療の向上への取り組み
座長：三宅 智/演者：関根 龍一/共催：久光製薬株
式会社/協和発酵キリン株式会社

PL1 14:40-15:10
大会長講演「私が緩
和ケア医である理由」
座長：木澤 義之
演者：有賀 悦子

15:10-17:10
市民参加セッション 
拝啓  若者たちへ
AYA世代（15歳～30代）の｢今を生きる｣を考えよう
座長：金子 健、平野 和恵/ゲスト：小泉 進次郎、川村 優希

閉
会
式

PALラウンジ
PALポスター
セッション

マリンロビー

8：45～
PALポスター貼付

12:50-
13:10
PALポスター
デ ィ ス カ ッ
ション

PAL ポスター撤去時間

会
議
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タ
ー

第2会場 メインホール
　SL3  8:15-9:10

高齢者・非がんの緩和ケア
座長：関根 龍一
演者：Sandra Y. Moody

　SL4  9:25-10:20
Integration of Palliative Care
座長：照井 健
演者：Eduardo Bruera

　SL6  10:35-11:30
がんサバイバーシップの原点を語る
座長：小森 康永
演者：Fitzhugh Mullan

　IJSY1  13:00-14:30
IJSY2017 - Integration
座長：細川 豊史、有賀 悦子
演者：  井上 彰、青儀 健二郎、加藤 雅志、 

Florian Strasser、Eduardo Bruera

　SL8  15:30-16:25
Integration of Oncology & 
Palliative Care:An ESMO-
focused global perspective

座長：内富 庸介/演者：Florian Strasser

第3会場 211+212

O14  8:15-9:15
痛みの基礎研究/痛みの評価・診断/オピ
オイド
座長：井関 雅子、鈴木 正寛

O17  9:25-10:25
卒前教育/教育方法/市民・患者への啓発
座長：金石 圭祐、山田 博英

O20  10:35-11:35
オピオイド以外の薬物療法/その他の痛
みに関するもの
座長：北條 美能留、福田 陽子

O21  13:20-14:20
遺族のケア/倫理的問題/その他の精
神・心理・社会的ケア・倫理的問題・概念
座長：奥山 徹、松島 英介

O26  15:10-16:40
オピオイド
座長：後明 郁男、長櫓 巧

第4会場 301+302

JSY5  
どうなる？がん対策～今までとこれから～
座長：細川 豊史、江口 研二
演者：  渡辺 真俊、齋藤 信也、細川 豊史、西山 正彦、天野 慎介

SY31  
悪心・嘔吐・腸閉塞　ディベートシンポジウム 
～あなたならどのように治療しますか～
座長：久永 貴之、里見 絵理子
演者：今井 堅吾、田上 恵太

LS12  
がん疼痛患者における弱オピオイド
の役割
座長：加藤 実/演者：鈴木 規仁
共催：ファイザー株式会社

SY34
がん患者の呼吸器症状の緩和
座長：田中 桂子、渡邊 紘章
演者：  渡邊 紘章、長岡 広香、細尾 咲子、矢吹 律子

第5会場 303+304

SY29
最期まで排泄を支える
座長：三浦 剛史、後藤 たみ
演者：上島 成也、中村 一郎、角 諒子

SY32
在宅医療における医療用麻薬の使用推進を考える
座長：伊東 俊雅、立松 三千子
演者：  岩本 ゆり、小林 徳行、前田 桂吾、谷口 雅彦

LS13
メサペイン錠とオピオイドスイッチの実際
座長：池永 昌之
演者：松田 良信、岡山 幸子
共催：帝國製薬株式会社/テルモ株式会社

SL7
人生の最期まで口から食べる幸せを
支える社会であるために
座長：二村 昭彦
演者：小山 珠美

JSY10
どう対応すべき？～ケミカルコーピングとその周辺～
座長：松岡 弘道、小板橋 俊哉
演者：  松岡 弘道、林 ゑり子、安部 睦美、川村 和美、 

山口 重樹

第6会場

311+312

FO1 
がん治療中の患者・家族を支える医療者にで
きること～スピリチュアルペインを中心に～
企画代表者：高屋敷 麻理子
企画協力者：宮崎 絢香、小澤 竹俊

O18  9:30-10:30
相談支援・がんカウンセリング/社会的・
経済的問題・就労の問題/ケアギバーのス
トレス・燃え尽き症候群
座長：村上 好恵、平井 啓

SW2
がん患者における運動と栄養の重要性
座長：山内 英子
演者：田中 喜代次
共催：東和薬品株式会社

FO3  15:10-16:10
親ががん患者である子どもを支えるために 子ども支援
プログラムの実践～何から始める?どうやって続ける?～
企画代表者：井上 実穂/企画協力者：大沢 かおり、
久村 和穂、佐久間 由美、江口 惠子

313+314
（中継）

FO2
脊髄くも膜下鎮痛法の実際
企画代表者：小杉 寿文
企画協力者：深澤 圭太、服部 政治

FO4
緩和ケア病棟が今後も患者のために維持継続できる医療
システムのひとつであるためにはどうあるべきだろうか?
企画代表者：横山 太郎/企画協力者： 
木下 寛也、廣橋 猛、石渡 未来、袴田 智伸

第7会場 315

8:00-
8:15
PAL
オ リ エ ン
テーション

PAL-LS2
11:50-12:40
ひとはなぜ“痛み”を感じるのか？
座長：天野 慎介
演者：樋口 比登実

第8会場 413

O15  
ホスピス・緩和ケア病棟
座長：古口 契児、岡 紀子

O19  10:00-11:00
口腔の問題/感染症
座長：小田切 拓也、上杉 英生

O22
抗がん治療：化学内分泌療法/放射線
治療
座長：高木 雄亮、奈良林 至

O27  
高齢者の緩和ケア/非がん患者の緩和ケア（呼吸器疾患、
心疾患、神経疾患）/その他の地域･在宅緩和ケアと特定集
団に対する緩和ケア
座長：吉澤 孝之、吉岡 佐知子

第9会場

416+417
（中継）

O16
予後予測/インターベンショナルラジオロ
ジー/その他の痛み以外の身体症状・治療
座長：八戸 すず、鄭 陽

O23
せん妄・不眠/精神・心理的ケア
座長：浅井 真理子、和田 信

418
（中継）

419

WS2  
緩和ケアにおけるCareer Development 
～若手医師が備えたい必須のスキル～
座長：森 雅紀、小西 竜太
演者：鈴木 梢、浜野 淳、宮本 信吾、柏木 秀行

WS4
魅力的なエンド・オブ･ライフ・ケア研修を考えよう！
座長：西山 みどり、村上 真由美
演者：坂井 さゆり、福田 裕子

第10会場 501+502

SY30  
ケアギバーのストレス・燃え尽き症候群
座長：木下 寛也、梅田 恵
演者：  髙橋 里江、金子 眞理子、井上 実穂、岸本 寛史

SL5
痛みは脳を変える
座長：片山 志郎、下山 直人
演者：加藤 総夫、成田 年

LS14  
オピオイド鎮痛薬の新たな選択肢～ヒドロモ
ルフォンのがん疼痛治療における位置付け～
座長：小林 国彦/演者：齊藤 洋司
共催：第一三共株式会社

SY35
終末期に必要になるケアの技術を究める
座長：山岸 暁美、倉持 雅代
演者：  蛇口 真理子、山口 朱見、伊藤 亮子、近藤 敬子

第11会場 503

CM5
専門的・横断的緩和ケア推進委員会 小児緩和ケアWPG企画
わが国の小児緩和ケア:10年の歩みとこれからの展望
座長：多田羅 竜平、名古屋 祐子
演者：余谷 暢之、笹月 桃子、永山 淳、竹之内 直子

SY33
都市型がん医療と地方のがん医療
～あなたの地域ではどのような特色がありますか？～
座長：加藤 雅志、渡邊 清高 
演者：成毛 大輔、松原 貴子、林 良彦、三村 卓司、加藤 雅志

LS15
認知症を持つがん患者のケア
座長：田中 登美
演者：小川 朝生
共催：中外製薬株式会社

O24
スピリチュアルケア・宗教的ケア/家族
のケア・子どものケア/ピアサポート・患
者会・家族会/コミュニケーション
座長：竹内 麻理、小山 敦子

SY36
小児の終末期、どこでどう過ごす？
座長：多田羅 竜平、松岡 真里
演者：  朴 明子、林部 麻美、南條 浩輝、井手 麻利子

ア
ネ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

第12会場 F201+202

CM6
専門的・横断的緩和ケア推進委員会企画 緩和ケアチームが「活動内容の改
善と提供する緩和ケアの質の向上」を目指して取り組むべきことは何か
座長：  加藤 雅志、秋月 伸哉
演者：加藤 雅志、坂下 明大、中澤 葉宇子、山﨑 圭一、佐野 智美

LS16
痛みの伝達機構から鎮痛を考える
－内なる力を利用する－
座長：關山 裕詩/演者：川股 知之
共催：日本臓器製薬

WS3
対話への感性を磨く：ナラティブ・メ
ディスンワークショップ
座長：中村 めぐみ
演者：栗原 幸江

第13会場 F203+204

JSY6
緩和ケアと口腔ケア 
～医科歯科連携による実践的な取り組み～
座長：丹田 滋、上野 尚雄
演者：髙野 直久、池上 由美子、太田 嘉英

CD3  
患者さんに関する情報共有のあり方について
座長：馬場 美華、風間 郁子
演者：松元 満智子

LS17
骨転移に対する放射線治療の新時代　新規放射性
医薬品ゾーフィゴ®による骨転移治療の意義と実際
座長：髙橋 健夫/演者：中村 和正
共催：バイエル薬品株式会社

O25
消化器症状（悪心・嘔吐、腹水など）/食欲
不振・輸液・栄養・悪液質症候群/リンパ
浮腫・浮腫・皮膚症状
座長：磯野 永依、髙橋 秀徳

CD4
知的障害のある患者の意思決定支援
座長：川村 三希子、鈴木 晶子
演者：宇根底 亜希子

第14会場 F205+206

JSY7 
婦人科がん患者に対する緩和医療の適切な実践を目指して 
～婦人科がん特有の緩和医療とは?～
座長：  鈴木 直、宮城 悦子/演者：藤村 正樹、二神 真行、 

島田 宗昭、新城 拓也、濱口 恵子

JSY9  
骨転移患者の集学的ケア
座長：河野 博隆、髙木 辰哉
演者：  上野 博司、森岡 秀夫、篠田 裕介、熊野 智康

LS18
緩和医療における骨転移マネジメント
－疼痛緩和とQOL維持の秘訣－
座長：河野 博隆/演者：片桐 浩久
共催：アステラス製薬株式会社

SW3
①脊椎骨転移治療のUp To Date 
②緩和医療における運動器管理
座長：村上 英樹、久保 俊一/演者：穂積 高弘、
酒井 良忠/共催：久光製薬株式会社

SY37
マインドフルネスを緩和医療に活かす
座長：恒藤 暁、藤澤 大介
演者：笹良 剛史、朴 順禮、佐藤 寧子、高宮 有介

展
示
ホ
ー
ル

ポスター会場 ホールCD

7:45‐8:15
ポスター貼付
分野2：PO21～34
分野3：PO35～44
分野5：PO45～51

8:15-9:15
ポスター発表

9:30-10:30
ポスター発表

13:20-14:20
ポスター発表

15:10-16:40
ポスター撤去

ケア・カフェ ホールCD

CC4  10:00-11:30
くすり

CC5  13:00-14:30
未来

スポンサード
シンポジウム

ホールCD

SSY2  8:15-10:25
もっと速く患者さんの痛みをやわらげたい！～ROO製剤による突出痛の治療意義について～
座長：冨安 志郎
演者：冨安 志郎、水野 俊美、岡本 禎晃
共催：大鵬薬品工業株式会社/久光製薬株式会社/協和発酵キリン株式会社

  

同 同 同 同 同

2日目　6月24日（土）

PL：会長講演 SY：シンポジウム LS：ランチョンセミナー SL：特別企画 JSY：ジョイントシンポジウム SW：スイーツセミナー PALS：PAL ランチョンセミナー

: アナライザー同 : 同時通訳

CD：症例検討ワークショップCM：委員会企画FO：交流フォーラム WS：ワークショップ CC：ケア・カフェSSY：スポンサードシンポジウム


